










「要約」

現在、妊婦が受動喫煙によって、母児はどのような影響を受けるかについて、データは不

十分であり、受動喫煙との因果関係は結論されていない。

本年は当教室における妊婦の受動喫煙の実態を調査し、その影響について検討した。調査

した妊婦 219例中の喫煙妊婦(能動喫煙)は 3.6%であったが、一方、受動喫煙妊婦は 60.7%

であり、非受動喫煙妊婦は 35.6%であった。

受動喫煙の量と頻度について、ABC 群に分けた。A 群は夫または家族、職場内で「あなた

の前で平気で吸う」とした。B 群は「換気に配慮する」または「あなたの前でなるべく吸

わない」とした。C群は「あなたの前でほとんど吸わない」とした。

A群と B、C群の中ですでに分娩を終了した新生児体重について比較してみた。

A群の 49 例の児体重は 2868.1g であり、BC 群の 34 例の児体重は 3206.6g であった。

A、B、C 群いずれも出生時体重は基準曲線の範囲に入っているが、A 群は、B、C 群に比較

して、平均体重は 338.5g 低体重の傾向を認めた。


